
① 人間関係が深まりやすい ① 人間関係が変わらない 

② 意見発表の機会が多い 

④ 学校行事が限られる 

② 意見の交換が少ない 

④ きめ細やかな 

指導が可能 

⑤ 授業展開に 

制約が生じる 

裏面もご覧ください。特に小規模中学校について、適正化を図ることによる効果を

掲載しています。 

③ 体験的学習が 

機動的にできる 

同一の児童生徒間のコミュニケーションの

機会が多いため、関係を構築・深化しやすい。 

クラス替えがなく、多様な集団構成も困難

であり、新たな人間関係を築く機会が少ない。 

少人数のため、一人ひとりが人前に立つ 

機会、体験を多く得られる。  

 班活動等に制約が生じ、意見の交換が 

減り、協働的な学びの実現が困難となる。 

 多様な競争相手の視点に触れる場面が少な

く、互いに励まし、高め合う機会を得にくい。 

少人数ならではの体験を柔軟に行う 

ことができる。 

実施できる学校行事が限られ、合唱等の

集団学習の機会が減少する。 

生徒の個性、特性に合わせた指導が可能で

ある。 

児童生徒から多様な発言を引き出しにく

いため、幅広い学習の機会を逃しやすい。 

  愛西市教育委員会からのお知らせ（Vol.2） 

 愛西市教育委員会では、愛西市立小中学校の適正な規模の検討並びに老朽化対策を進めています。 

今回（Vol.2）は、「学校規模及び学校配置の適正化の必要性（規模による利点と課題）」について、

お知らせいたします。 

 

『愛西市立小中学校適正規模等基本方針』（令和４年６月改訂）では、小規模校の利点や課題を、

次のとおり整理しています。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

愛西市教育委員会では、児童生徒のより良い教育環境の確保という観点から、適正化を行うこと

で、以上の課題を改善する必要があると考え、小中学校の適正な規模の検討を進めています。 

 

回 覧 
 令和 5 年 6 月 

③ 競争の機会が少ない 

≪利点≫ ≪課題≫ 



 

 

 

 

多様な考えに触れ、認め合 

い、競い合う機会が多くなり 

ます。 

問題解決の力や人間関係を築

く力を育て、社会性や規範意識

が身に付いていくことが期待で

きます。 

 

 

 

集団を前提とした授業が 

可能になります。また、クラス                  

替えによって新たな交流が進み、 

多様な意見に触れられます。 

学習活動の内容によっては、 

クラスを超えた集団を編成する                                 

ことができるようになり、より 

効果的な学びを展開することが 

期待できます。 

 

 

 

 

                                                                    学校に配置される教員は、学校                 

                             の規模によって決まります。 

                                                           教員の数が増えると、教科ごと 

                                          に複数の教員が配置され、さらに 

                                                    生徒と教員とのコミュニケーショ 

                             ンが取れ、生徒能力がより引き出 

                             される機会が増えることが期待で 

                  きます。 

 

 

ご意見やご質問等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

令和 5 年 7 月（Vol.3）では、「学校施設の老朽化」について、お知らせします。 

 

 

 

小規模中学校の規模適正化による効果 
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